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こ
こ
に
集
め
ら
れ
て
い
る
宮
本
顕
治
の
諸
評
論
は
、
凡
そ
一
九
二
九
年
頃

か
ら
一
九
三
二
年
三
月
頃
ま
で
、
略ほぼ
三
年
間
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
執

筆
さ
れ
た
当
時
か
ら
今
日
ま
で
に
は
僅
か
五
年
足
ら
ず
の
年
月
し
か
経
て
い

な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
間
に
は
此
等
の
諸
論
策
の
筆
者
自
身
の
身
辺
に
重

畳
せ
る
波
瀾
を
生
ぜ
し
め
た
左
翼
運
動
の
急
激
な
画
期
的
な
動
き
が
あ
り
、

同
時
に
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
現
状
と
い
う
も
の
も
、
此
等
の
論
文
を
書

か
し
め
た
時
代
と
は
全
く
異
っ
た
相
貌
に
置
か
れ
て
い
る
。

　
今
日
の
読
者
の
た
め
に
、
極
め
て
簡
単
な
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動

の
歴
史
の
推
移
を
語
る
な
ら
ば
、
大
体
左
の
如
く
観
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
と
思

う
。
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第
一
期
一
九
一
七
　
一
八
年
頃
か
ら
同
二
五
　
二
六
年
。

　
　
（
雑
誌
『
種
蒔
く
人
』
の
発
刊
、
『
文
芸
戦
線
』
の
誕
生
、
日
本
プ
ロ

　
　
レ
タ
リ
ア
文
芸
連
盟
の
結
成
等
。
）

　
第
二
期
一
九
二
六
年
後
半
か
ら
同
二
七
年
後
半
ま
で
。

　
　
（
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
と
の
分
離
、
マ
ル
ク
ス
主
義
的
転
換
に
関
す
る
論
争

　
　
激
甚
を
極
め
た
る
時
代
、
一
面
、
福
本
主
義
的
政
治
理
論
の
文
芸
理
論

　
　
の
領
域
に
お
け
る
移
入
の
時
代
、
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
連
盟
の
分

　
　
裂
、
労
農
芸
術
家
連
盟
の
結
成
、
同
連
盟
の
分
裂
、
前
衛
芸
術
家
同
盟

　
　
の
結
成
等
。
）

　
第
三
期
一
九
二
八
年
初
め
か
ら
一
九
三
二
年
三
月
頃
ま
で
。

　
　
（
左
翼
芸
術
運
動
に
お
け
る
理
論
的
統
一
の
た
め
の
論
争
、
芸
術
理
論
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の
質
的
高
揚
と
転
化
、
全
日
本
無
産
者
芸
術
団
体
協
議
会
（
ナ
ッ
プ
）

　
　
の
結
成
、
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
連
盟
（
コ
ッ
プ
）
の
結
成
、
ナ
ッ

　
　
プ
の
改
組
、
「
コ
ッ
プ
」
並
び
に
そ
の
参
加
団
体
に
加
え
ら
れ
た
る
大

　
　
規
模
の
破
壊
。
）

　
第
四
期
一
九
三
二
年
後
半
か
ら
一
九
三
四
年
三
月
頃
ま
で
。

　
　
（
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
・
芸
術
団
体
建
直
し
の
た
め
の
努
力
、
左
翼
芸

　
　
術
理
論
に
お
け
る
一
進
展
と
し
て
社
会
主
義
的
レ
ア
リ
ズ
ム
の
提
唱
、

　
　
「
コ
ッ
プ
」
並
び
に
そ
の
参
加
団
体
の
解
散
。
）

　
第
五
期
一
九
三
四
年
後
半
よ
り
今
日
に
至
る
。

　
こ
こ
に
収
め
ら
れ
た
諸
論
文
は
、
即
ち
、
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動

が
、
当
時
の
社
会
に
お
け
る
客
観
的
・
主
観
的
な
事
情
に
よ
っ
て
理
論
的
に
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最
も
高
揚
し
、
組
織
的
に
も
整
備
せ
ん
と
し
た
第
三
期
に
属
す
時
代
に
お
い

て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
各
論
文
は
、
当
時
の
文
学
的
動
向
に
対
し
て

常
に
緊
要
と
認
め
ら
れ
た
問
題
に
ふ
れ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
文
学
の
若
き
一
人
の
支
持
者
と
し
て
「
『
敗
北
』
の
文
学
」
（
一
九
二

九
年
）
を
書
き
、
又
「
過
渡
時
代
の
道
標
」
（
一
九
三
〇
年
）
を
書
い
た
筆

者
自
身
が
、
か
か
る
急
速
な
左
翼
文
化
・
文
芸
運
動
の
波
の
裡
に
あ
っ
て
、

強
固
な
一
階
級
人
と
し
て
発
育
し
て
行
っ
た
過
程
を
も
亦
窺
わ
せ
る
の
で
あ

る
。
そ
れ
や
こ
れ
や
を
合
わ
せ
考
え
れ
ば
、
こ
の
評
論
集
は
そ
の
長
所
に
お

い
て
も
欠
点
に
お
い
て
も
、
今
日
の
読
者
に
と
っ
て
は
既
に
日
本
の
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
文
学
史
の
上
の
一
古
典
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
初

期
の
左
翼
芸
術
理
論
に
深
甚
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
た
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
や
デ
ボ

6『文芸評論』出版について



ー
リ
ン
の
理
論
は
、
一
九
三
二
年
以
来
高
め
ら
れ
た
国
際
的
な
哲
学
・
芸
術

理
論
か
ら
検
討
に
よ
っ
て
そ
の
理
論
に
お
け
る
一
部
の
誤
謬
が
認
め
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
が
、
筆
者
は
既
に
当
時
そ
れ
ら
の
成
果
を
十
分
摂
取
し
て
、

既
往
の
評
論
中
に
認
め
ら
れ
る
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
、
デ
ボ
ー
リ
ン
の
理
論
的
影

響
を
自
己
批
判
し
、
述
作
の
上
に
そ
れ
を
示
す
こ
と
が
不
可
能
な
事
情
に
お

か
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
社
会
主
義
的
リ
ア
リ
ズ
ム
の
問
題
の
提
起
は
、
我
が
国
左
翼
文
学
理
論
に

実
質
上
大
な
る
前
進
を
可
能
な
ら
し
め
た
。
蔵
原
惟
人
、
こ
の
著
の
筆
者
な

ど
の
諸
論
中
に
、
方
向
に
お
い
て
は
正
し
く
而
も
哲
学
と
芸
術
と
の
特
殊
性

に
お
け
る
分
別
に
お
い
て
は
明
徹
を
欠
い
て
示
さ
れ
て
い
た
世
界
観
と
創
作

方
法
と
の
相
関
関
係
に
就
て
の
点
、
政
治
の
優
位
性
と
芸
術
の
特
殊
性
と
の
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具
体
的
・
現
実
的
究
明
等
に
関
す
る
諸
問
題
の
理
解
は
、
今
日
、
数
歩
の
前

進
を
示
し
て
い
る
。
又
、
最
近
二
三
年
来
の
社
会
情
勢
の
変
化
と
そ
れ
に
応

ず
る
文
化
・
文
学
の
動
向
は
、
左
翼
文
学
の
活
動
の
形
態
を
、
こ
れ
ら
の
評

論
が
執
筆
さ
れ
た
時
代
に
お
け
る
が
ま
ま
の
姿
で
行
う
こ
と
を
不
可
能
な
ら

し
め
て
い
る
。

　
然
し
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
今
日
の
到
達
点
の
内
容
こ
そ
、
実
に
積
極
的

に
評
価
さ
れ
、
批
判
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
過
去
の
こ
れ
ら
の
努
力
の
集
積

の
上
に
展
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
芸
術
価
値

評
価
の
規
準
に
つ
い
て
の
論
究
、
社
会
民
主
主
義
文
学
派
の
動
向
に
対
す
る

注
目
の
必
要
、
文
学
に
お
け
る
大
衆
性
の
課
題
、
文
学
に
お
け
る
同
伴
者
性

の
究
明
等
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
文
学
批
評
の
分
野
に
お
い
て
常
に
絶
え
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ざ
る
関
心
を
刺
戟
さ
れ
る
急
所
で
あ
る
。
特
に
、
最
近
世
界
情
勢
の
必
然
か

ら
文
化
・
文
学
に
お
け
る
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
運
動
が
擡
頭
し
つ
つ
あ
る
折

か
ら
、
批
評
文
学
に
と
っ
て
以
上
の
諸
要
点
は
更
に
益
々
そ
の
錯
綜
し
た
具

体
的
諸
関
係
の
中
で
闡
明
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
一
冊
の
評
論
集
の
内

容
が
、
今
日
の
新
し
い
社
会
と
文
学
と
の
情
勢
の
中
で
熟
読
、
批
判
、
発
展

せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
こ
そ
願
わ
し
く
、
出
版
の
意
義
も
そ
こ
に
あ
る
と
思
う

の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
一
九
三
七
月
二
月
〕
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
宮
本
百
合
子
全
集
　
第
十
一
巻
」
新
日
本
出
版
社

　
　
　1980
（
昭
和55

）
年1

月20

日
初
版
発
行

　
　
　1986

（
昭
和61

）
年3

月20

日
第5

刷
発
行

親
本
：
「
宮
本
百
合
子
全
集
　
第
八
巻
」
河
出
書
房

　
　
　1952

（
昭
和27
）
年10
月
発
行

初
出
：
「
文
芸
評
論
」
（
宮
本
顕
治
著
、
六
芸
社
）
の
前
書
き

　
　
　1937

（
昭
和12

）
年2

月
号

入
力
：
柴
田
卓
治

校
正
：
米
田
進
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2003

年2

月17

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w

w
.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た

の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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